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今
夏
は
ど
う
も
不
順
な
天

候
と
予
測
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
す
が
、
岡
山
歴
研
は
着
実

な
歩
み
を
重
ね
て
い
く
た
め

に
副
会
長
三
人
制
に
し
ま
し
た
。
今
年
度

も
四
月
の
定
期
総
会
か
ら
行
事
と
し
て
の

活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
、
総
会
の
内
容
も
設

立
五
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
二
点
変
え

て
、
一
点
は
議
案
審
議
と
記
念
講
演
の
間

に
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
的
な
演
目
と
し
て
津

山
藩
伝
来
の
甲
冑
抜
刀
術
の
演
武
を
お
願

い
し
、
ス
テ
ー
ジ
演
武
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
普
段
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
こ
と
で

ご
好
評
い
た
だ
き
ま
し
た
。

二
点
目
は
、
講
演
テ
ー
マ
を
郷
土
の

先
人
を
顕
彰
し
て
い
く
方
向
で
、
今
回
は

ま
ず
山
田
方
谷
の
一
番
の
門
下
生
、
三
島

中
洲
を
取
り
上
げ
、
来
年
度
以
降
へ
の
道

を
つ
け
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
、
五
周
年
を
迎
え
る
年
度
当
初

を
飾
る
に
相
応
し
い
出
来
事
と
し
て
、
足

か
け
三
年
を
要
し
た
県
内
の
歴
史
関
連
団

体
の
調
査
報
告
書
を
、
県
下
初
の
冊
子
と

し
て
『
岡
山
県
歴
史
関
連
団
体
便
覧
』
と

い
う
形
で
刊
行
で
き
た
こ
と
を
あ
げ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ご
尽
力
、
ご
協
力
い

た
だ
い
た
全
て
の
方
々
に
心
か
ら
お
礼
申

し
あ
げ
ま
す
。   　
（
会
長　

天
野
勝
昭
）

歴
研

展
望
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今
年
度
の
定
期
総
会
が
四
月
二
十
九

日
、
山
陽
新
聞
社
さ
ん
太
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
た
。
会
員
、
一
般
を
併
せ
、
約
三
百
名

が
参
集
し
た
。
天
野
会
長
の
挨
拶
に
続
い

て
、
昨
年
度
の
事
業
報
告
、
並
び
に
歴
史

団
体
調
査
報
告
書
の
刊
行
等
を
含
む
今
年

度
の
事
業
計
画
、
そ
し
て
新
役
員
案
が
提

案
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

新
役
員
と
し
て
、
副
会
長
に
大
田
弘
之

氏
、
石
尾
陽
子
氏
が
、
ま
た
、
運
営
委
員

に
雨
坪
寿
則
氏
、
山
本
茂
氏
が
新
た
に
選

会
員
募
集
中

年

会

費  

二

千

円

十
月
以
降
入
会  

千
円

出
さ
れ
た
。

総
会
後
、
津
山
藩
に
伝
わ
る
抜
刀
術
、

「
初
實
剣
理
方
一
流
甲
冑
抜
刀
術
」
の
演

武
が
大
河
原
喬
氏
（
当
会
顧
問
）
他
二
名

に
よ
り
披
露
さ
れ
た
。続
い
て
記
念
講
演
、

「
教
育
者
三
島
中
洲
～
山
田
方
谷
門
下
生
」

抜
刀
術
演
武
、講
演
「
三
島
中
洲
」「
高
杉
晋
作
」

教
育
者
三
島
中
洲
〜
山
田
方
谷
門
下
生

中
洲
は
倉
敷
の
ご
出
身
。
山
田
方
谷
先

生
の
教
え
を
受
け
ら
れ
、
司
法
界
、
教
育

界
等
で
多
大
な
ご
活
躍
を
さ
れ
ま
し
た
。

後
、
二
松
學
舎
を
創
立
。
百
三
十
年
余
り

経
た
現
在
で
も
建
学
精
神
が
継
続
し
て
教

育
さ
れ
て
い
ま
す
。

晩
年
に
は
東
宮
様
（
後
の
大
正
天
皇
）

に
ご
進
講
を
な
さ
っ
た
郷
土
が
誇
れ
る
賢

中
洲
を
顕
彰
、
高
杉
晋
作
の
心
根

講
演
を
聴
い
て
　
副
会
長
　
石
尾
陽
子

新
副
会
長
に
大
田
氏
、
石
尾
氏

定期総会

免許 大河原喬氏

を
雪
吉
政
子
氏
（
会
員
）
が
、
ま
た
、「
高

杉
晋
作
～
吉
田
松
陰
の
門
下
生
」
を
一
瀬

幹
氏
（
下
関
市
立
東
行
記
念
館
学
芸
員
）

が
講
演
し
た
。

丁
度
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
花
燃
ゆ
」

に
高
杉
晋
作
が
登
場
し
て
き
た
時
期
と
重

な
り
、
興
味
深
か
っ
た
。
続
く
懇
親
会
は

会
場
を
ホ
テ
ル
レ
オ
パ
レ
ス
に
移
し
、
約

五
十
名
が
参
加
し
た
。

師範 神崎勝氏

人
で
す
。

雪
吉
会
員
よ
く
ぞ
顕
彰
し
て
く
だ
さ
っ

た
と
、
岡
山
歴
史
研
究
会
の
会
員
の
層
の

厚
さ
を
改
め
て
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。

風
雲
児
高
杉
晋
作
〜
吉
田
松
陰
門
下
生

下
関
市
立
東
行
記
念
館
学
芸
員
、
一
瀬

幹
氏
よ
り
講
演
を
聴
き
ま
し
た
。

松
下
村
塾
で
は

・
身
分
を
問
わ
ず
入
門
さ
せ
る
︽
次
頁
へ
︾
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こ
の
度
、
足
か
け
三
年
に
及
ん
だ
岡
山

県
下
の
歴
史
関
連
団
体
調
査
に
、
関
係
各

位
の
ご
協
力
の
も
と
報
告
書
と
し
て
当
会

設
立
五
周
年
を
迎
え
る
年
に
『
岡
山
県
歴

史
関
連
団
体
便
覧
』
と
い
う
形
で
、
県
下

の
全
二
十
七
市
町
村
を
網
羅
し
た
冊
子
を

刊
行
出
来
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
各
団
体
に

は
大
変
お
手
数
を
お
か
け
し
た
う
え
に
、

調
査
票
記
載
内
容
の
公
表
に
も
ご
理
解
、

ご
承
諾
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝

申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

今
回
の
調
査
は
、
当
会
の
設
立
に
あ

た
っ
て
、
県
下
の
既
存
活
動
団
体
の
連
携

で
岡
山
か
ら
の
情
報
発
信
を
と
い
う
こ
と

か
ら
も
、
当
会
の
名
誉
顧
問
柴
田
一
先
生

（
就
実
大
学
元
学
長
、
名
誉
教
授
）の
ご
示

唆
が
あ
っ
た
こ
と
が
発
端
と
な
り
ま
し
た
。

設
立
間
も
な
い
会
で
あ
り
な
が
ら
、
行

政
を
含
め
て
ど
こ
も
手
掛
け
た
こ
と
の
な

い
よ
う
な
大
そ
れ
た
こ
と
に
着
手
し
た
も

の
の
、
調
査
票
を
は
じ
め
す
べ
て
手
探
り

の
状
態
で
、
準
備
に
か
な
り
の
時
間
が
か

か
り
、
そ
の
上
残
念
な
こ
と
に
当
会
で
可

能
な
情
報
把
握
に
は
限
界
が
あ
り
ま
し
た

が
、
把
握
で
き
た
団
体
だ
け
で
も
ご
協
力

い
た
だ
け
た
ら
と
い
う
こ
と
で
調
査
を
開

始
し
、
担
当
組
織
と
し
て
「
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
委
員
会
」
を
新
た
に
設
け
、
精
力
的
に

調
査
を
進
め
、
中
間
報
告
と
し
て
一
次
調

査
分
を
『
歴
史
関
連
団
体
一
覧
』
と
し
て

取
り
ま
と
め
、
引
き
続
き
調
査
を
進
め
て

漸
く
結
果
報
告
に
漕
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

更
に
報
告
書
作
成
に
あ
た
り
、
調
査
対

象
団
体
に
厚
か
ま
し
く
も
募
金
を
お
願
い

し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
団
体
か
ら
ご
理
解

い
た
だ
き
、
加
え
て
公
益
財
団
法
人
マ
ル

セ
ン
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
財
団
の
助
成

事
業
に
申
請
し
た
と
こ
ろ
助
成
対
象
に
お

認
め
い
た
だ
き
、
予
定
し
て
お
り
ま
し
た

千
二
百
部
を
刊
行
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

歴
史
団
体
調
査
報
告
書
の
刊
行
に
あ
た
っ
て
　
会
長
　
天
野
勝
昭

▲

山
陽
新
聞
社
提
供

︽
前
頁
か
ら
続
く
︾・
入
門
に
当
た
り
何
の

為
に
学
問
を
す
る
の
か
を
問
う

・
塾
生
自
身
が
何
を
学
ぶ
か
決
め
る

・
そ
し
て
人
は
実
行
が
第
一
で
あ
る

と
い
う
吉
田
松
陰
の
教
育
方
針
の
も

と
、
十
九
歳
で
入
塾
を
許
可
さ
れ
た
晋
作

は
二
十
九
歳
で
早
逝
す
る
ま
で
自
分
の
信

念
を
貫
き
な
が
ら
も
最
後
に
、
私
の
志
な

ど
「
空
に
浮
か
ぶ
雲
や
、
野
に
遊
ぶ
鶴
の

清
ら
か
さ
に
は
到
底
及
ば
な
い
」
と
述
べ

て
い
ま
す
。

「
面
白
き
事
も
な
き
世
に
、
お
も
し
ろ

く
︙
」
と
い
う
句
の
意
味
を
改
め
て
考
え

な
が
ら
、
子
々
孫
々
お
だ
や
か
な
日
々
を

送
れ
る
こ
と
を
願
う
の
は
、
子
を
生
み
育

て
た
女
性
だ
け
の
願
い
で
し
ょ
う
か
。

三
年
を
か
け 
や
っ
と 

完
成
！

﹃
岡
山
県
歴
史

関
連
団
体
便
覧
﹄
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山
陽
新
聞
社
提
供

平
成
27
年
7
月
14
日

山
陽
新
聞
朝
刊

岡
山
市
民
版

　28
頁

六
月
十
六
日
（
火
）、
天
野
勝
昭
氏

（
会
長
）
が
「
宇
喜
多
家
の
人
々
」
と
題

し
、
膨
大
な
資
料
を
基
に
講
演
さ
れ
た
。

五
十
七
名
の
参
加
で
会
場
が
一
杯
と
な
っ

た
。岡

山
は
も
と
も
と
宇
喜
多
家
が
礎
を
築

い
た
も
の
。
現
岡
山
市
長
の
メ
ー
ル
マ
ガ

ジ
ン
「『
宇
喜
多
秀
家
の
松
』
を
読
ん
で
」

や
宇
喜
多
に
関
し
た
新
聞
記
事
を
紹
介
し

て
宇
喜
多
家
が
本
格
的
に
脚
光
を
浴
び
る

に
至
っ
た
と
説
明
。
天
野
氏
は
岡
山
城
築

城
四
百
年
関
連
事
業
を
岡
山
市
の
責
任
者

と
し
て
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
関
係
で
池
田

隆
政
氏
に
初
め
て
面
会
し
た
時
、
最
初
の

一
言
「
我
々
池
田
は
宇
喜
多
が
造
ら
れ
た

お
城
に
入
ら
せ
て
頂
い
た
」
が
印
象
に

残
っ
た
と
い
う
。

宇
喜
多
家
史
談
会
は
、
柴
田
一
先
生
が

会
長
を
務
め
ら
れ
宇
喜
多
家
の
顕
彰
活
動

を
さ
れ
て
い
る
。
秀
家
の
行
年
と
享
年
に

二
説
あ
っ
た
が
、
柴
田
先
生
が
豪
姫
の
祈

願
依
頼
の
書
状
か
ら
、
通
説
八
十
三
歳
を

享
年
八
十
四
歳
に
覆
さ
れ
た
と
の
こ
と
。

宇
喜
多
同
族
会
関
係
者
が
作
成
し
た
系

図
表
は
現
存
す
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

七
月
十
一
日
（
土
）、「
さ
ん
か
く
岡

山
」
に
て
当
会
名
誉
顧
問
の
柴
田
一
先
生

が
「
歴
史
に
輝
く
岡
山
の
女
性
た
ち
」
と

題
し
て
講
演
さ
れ
た
。
百
名
近
い
参
加
で

会
場
は
満
員
と
な
っ
た
。

先
生
は
開
口
一
番
「
今
日
は
私
の

八
十
五
歳
の
誕
生
日
で
す
。
怒
ら
な
い
、

風
邪
を
ひ
か
な
い
、
転
ば
な
い
の
三
つ
に

気
を
つ
け
て
い
る
」
と
発
言
さ
れ
、
会
場

は
大
き
な
拍
手
で
包
ま
れ
た
。

歴
史
に
輝
く
岡
山
の
三
名
の
女
性
︱
︱

①
国
内
初
の
孤
児
院
を
開
い
た
「
日
本

の
マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
」
と
称
さ
れ
る

女
性
、
和
気
広
虫

②
岡
山
藩
の
歴
史
に
残
る
偉
人
、
津
田

永
忠
を
育
て
た
賢
母
、
津
田
於お

ね
い寧

③
夫
、
池
田
光
政
を
支
え
、
備
前
岡
山

藩
の
民
百
姓
を
救
っ
た
千
姫
の
娘
、

勝
姫
（
円
盛
院
）

︱
︱
に
つ
い
て
い
つ
も
の
柴
田
節
で

九
十
分
間
を
流
暢
に
お
話
さ
れ
た
。

岡
山
歴
研
か
ら
は
十
四
名
が
参
加
し
、

講
演
後
、
女
性
会
員
か
ら
長
寿
を
祝
っ
て

花
束
等
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し
ま
し
た
。

柴
田
先
生
、
85
歳
誕
生
日

100
名
を
前
に
90
分
講
演

第
十
回
歴
研
サ
ロ
ン

宇
喜
多
家
の
人
々

▲長寿を祝って花束等をプレゼント

▲資料片手に　天野会長
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な
ぜ
郷
土
古
代
史

を
研
究
す
る
の
か

佐
藤
光
範
（
当
会
顧
問
）

日
本
の
歴
史
書「
日
本
書
紀
」「
古
事
記
」

は
、
天
皇
家
中
心
・
大
和
中
心
で
書
か
れ

て
い
る
。
同
じ
時
代
に
、
地
方
で
も
人
が

居
り
生
活
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
た
。

全
国
で
一
番
大
き
い
古
墳
は
一
応
「
仁

徳
陵
」
と
さ
れ
、
天
皇
家
の
命
令
で
築
造

さ
れ
て
い
る
。
四
番
目
に
大
き
い
古
墳
で

も
「
造
山
古
墳
」
の
被
葬
者
は
記
録
に
な

い
。
地
方
に
あ
り
天
皇
家
と
は
直
接
関
係

な
い
か
ら
だ
。
直
接
は
関
係
無
い
か
も
知

れ
な
い
が
、「
円
墳
」
で
も
「
方
墳
」
で

も
な
い
天
皇
家
と
関
係
が
あ
る
「
前
方
後

円
墳
」
の
形
に
な
っ
て
い
る
の
は
郷
土
の

自
慢
だ
ろ
う
。

古
墳
時
代
が
始
ま
っ
て
、
天
皇
家
の
お

墓
の
象
徴
「
前
方
後
円
墳
」
型
が
決
ま
っ

た
の
は
、
弥
生
時
代
末
期
に
吉
備
で
築
造

さ
れ
た
「
楯
築
墳
丘
墓
」（
当
時
倭
国
最

大
の
大
き
さ
）
の
形
「
双
方
中
円
墳
」
か

ら
作
ら
れ
た
形
だ
。
埴
輪
も
楯
築
墳
丘
墓

の
上
の
特
殊
器
台
の
変
形
し
た
も
の
だ
。

記
・
紀
に
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
考

古
学
的
事
実
は
、
吉
備
と
天
皇
家
（
天
孫

族
）
と
の
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
だ
。

関
係
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
記
・
紀
に

書
か
れ
て
い
る
様
に
、
天
孫
族
が
吉
備
に

逗
留
さ
れ
、
再
び
大
和
に
向
か
っ
て
東
征

さ
れ
た
際
、
天
孫
族
は
吉
備
族
と
一
緒
に

な
っ
て
大
和
に
入
っ
て
い
る
。
日
本
書
紀

に
は
、
第
十
代
崇
神
天
皇
の
時
、
そ
れ
ま

で
宮
中
で
一
緒
に
祭
祀
さ
れ
て
い
た
二
神

「
天
照
大
神
」（
天
孫
族
の
祖
神
）
と
「
大

国
御
魂
神
」（
ハ
タ
氏
の
祖
神
）
と
を
、

共
床
で
祀
る
の
は
畏
れ
多
い
と
の
理
由

で
、「
大
国
御
魂
神
」
を
「
大
和
（
オ
オ

ヤ
マ
ト
）
神
社
」（
天
理
市
）
で
祭
祀
す

る
こ
と
に
な
っ
た
』
と
書
か
れ
て
い
る
。

ハ
タ
氏
の
祖
神
「
大
国
御
魂
神
」
と
は
、

現
在
の
秦
の
住
民
が
総
社
市
麻
佐
岐
山
で

祀
っ
て
い
る
磐
座
だ
。

ハ
タ
氏
を
研
究
し
な
け
れ
ば
、
郷
土
史

も
日
本
の
古
代
史
も
わ
か
る
ま
い
。

身
近
な
所
に

見
え
る
も
の

片
山
伸
栄
（
運
営
委
員
）

「
片
山
さ
ん
が
郷
土
史
を
勉
強
し
た
い

と
思
っ
た
の
は
何
が
き
っ
か
け
︙
そ
れ
を

文
章
に
し
て
」
と
言
わ
れ
、
私
も
自
分
を

顧
み
た
。

小
学
生
の
頃
、
父
と
二
人
で
実
家
の
裏

山
に
登
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
山
の
頂
上
付

近
に
は
備
前
焼
の
大
甕
の
破
片
が
散
ら
ば

り
、
土
塁
も
丸
く
残
っ
て
い
た
。

「
昔
こ
こ
に
城
が
あ
っ
た
」
と
父
に
教

え
ら
れ
、
子
供
心
に
本
や
テ
レ
ビ
で
見
る

り
っ
ぱ
な
建
物
を
想
像
し
た
。
そ
し
て
ど

ん
な
お
殿
様
が
住
ん
で
い
た
の
か
知
り
た

い
と
、気
に
な
っ
て
い
た
が
、大
人
に
な
っ

て
地
元
の
郷
土
史
会
に
入
り
、
悩
み
は
解

消
で
き
た
。

父
が
亡
く
な
っ
て
二
十
年
。
古
墳
や
遺

跡
の
現
地
説
明
会
に
も
一
緒
に
行
き
、
寺

や
神
社
も
見
て
廻
っ
た
。
古
い
物
が
好
き

だ
っ
た
父
の
思
い
が
私
を
導
い
て
く
れ
て

い
る
と
感
じ
る
。

今
、
私
は
歴
史
好
き
な
人
達
に
囲
ま
れ

て
、
幸
せ
な
日
々
を
送
っ
て
い
る
。
周
り

は
み
ん
な
先
生
。

私
は
書
物
よ
り
も
現
地
を
歩
く
の
が
好

き
で
す
。
山
城
に
登
れ
ば
、
こ
の
地
に
城

が
建
て
た
こ
と
が
解
か
り
、
遺
跡
地
に
行

け
ば
人
々
の
豊
か
な
生
活
が
感
じ
ら
れ

る
。︽
次
頁
先
頭
へ
︾

▲ 3/28 熊山遺跡管理棟
にて講演する佐藤光範氏

▲史跡旧閑谷学校を案内
する片山伸栄氏（左端）

岡山歴研の

立ち位置は？
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▲古里、倉敷市楯築
遺跡にて楠敏明氏

︽
前
頁
か
ら
︾
私
の
家
の
近
く
に
四
月

二
十
四
日
に
、
近
世
日
本
の
教
育
遺
産
と

し
て
日
本
遺
産
第
一
号
に
認
定
さ
れ
た
、

旧
閑
谷
学
校
が
あ
り
ま
す
。
夜
、
歩
く
と

閑
谷
川
に
蛍
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ

を
建
て
た
津
田
永
忠
の
住
居
は
こ
の
川
沿

い
の
山
の
中
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
道
を

歩
く
と
永
忠
さ
ん
の
思
案
の
声
が
聞
こ
え

る
よ
う
で
す
。

歴
史
は
自
分
達
の
足
元
に
残
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
道
は
秀
吉
さ
ん
や
尊
氏
さ
ん
が

歩
い
た
道
、
こ
の
家
は
池
田
の
お
殿
様
が

泊
ま
っ
た
家
、
こ
の
字あ

ざ
め
い名
は
寺
院
か
な
、

尽
き
る
こ
と
の
な
い
「
好
奇
心
」。

こ
れ
が
私
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
と
思
っ

て
い
ま
す
。
歴
史
研
究
会
の
皆
様
今
後
と

も
ご
指
導
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

二
千
年
の
歴
史

岡
山
の
魅
力

楠
敏
明
（
運
営
委
員
）

横
浜
の
歴
史
と
は

今
年
三
月
、
あ
る
会
合
で
横
浜
へ
行
っ

た
。
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
ビ
ル
に
「
横
浜
に
は

歴
史
が
あ
る
。
開
国
以
来
百
五
十
年
の
歴

史
が
あ
る
」
と
誇
ら
し
げ
に
大
書
し
て
あ

り
、
往
時
の
写
真
が
時
系
列
に
掲
示
し
て

あ
っ
た
。
岡
山
に
生
ま
れ
た
私
に
は
け
げ

ん
に
思
え
た
。
京
都
に
は
平
安
京
以
来

千
二
百
年
、
東
京
に
は
江
戸
幕
府
が
開
か

れ
て
よ
り
四
百
年
の
歴
史
が
あ
る
。
横
浜

に
は
せ
い
ぜ
い
百
五
十
年
の
歴
史
し
か

な
い
と
い
う
の
が
正
確
で
は
な
い
か
。
た

だ
、
巨
大
な
ビ
ル
群
は
奇
を
衒
っ
た
の
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
を
言
う
た
め
に
あ
え

て
歴
史
を
持
ち
出
し
て
い
る
と
し
か
思
え

な
い
。

過
去
に
囚
わ
れ
な
い
為
に
過
去
を
研
究

な
ぜ
、
過
去
を
、
歴
史
を
研
究
す
る
の

か
。
物
知
り
に
な
る
た
め
に
研
究
す
る
の

か
、
一
番
知
り
た
い
の
は
過
去
よ
り
も
こ

れ
か
ら
ど
う
な
る
か
だ
。
し
か
し
、
そ
れ

は
誰
に
も
わ
か
ら
な
い
。
わ
か
る
の
は
こ

れ
ま
で
は
ど
う
だ
っ
た
だ
け
だ
。
大
学
で

の
集
中
講
義
で「
な
ぜ
過
去
を
学
ぶ
の
か
、

過
去
を
研
究
す
る
の
は
過
去
に
囚
わ
れ
な

い
た
め
だ
」
と
教
わ
っ
た
こ
と
が
印
象
に

残
っ
た
。

先
ご
ろ
、
二
宮
尊
徳
翁
の
百
八
文
字
の

人
生
訓
「
報
徳
訓
」
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会

が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
「
吾
身
の
富
貴
は
祖

先
の
勤
功
に
在
り
」「
子
孫
の
富
貴
は
父

母
の
積
善
に
在
り
」・
・
・「
年
々
歳
々
報

徳
を
忘
る
べ
か
ら
ず
」
と
す
る
な
ど
十
二

か
条
か
ら
な
る
も
の
で
逐
一
腑
に
落
ち

た
。過

去
は
学
ぶ
に
値
す
る
と
思
っ
た
。
時

は
流
れ
、
状
況
は
変
わ
っ
て
い
る
に
も
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
通
じ
る
も
の
が
あ
る
と

感
じ
た
。
信
奉
す
る
︐
あ
る
い
は
以
て
範

と
す
る
先
人
は
い
る
も
の
だ
と
感
じ
た
。

岡
山
に
は
二
千
年
の
歴
史
が
あ
る

吉
備
の
国
と
い
わ
れ
古
里
、
岡
山
に
は

二
千
年
以
上
の
歴
史
が
あ
る
。
先
人
が

営
々
と
築
い
て
き
た
歴
史
、文
化
が
あ
り
、

そ
の
遺
構
、
風
土
、
風
俗
が
あ
る
。
我
々
は

当
た
り
前
と
受
け
入
れ
て
生
き
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
他
県
か
ら
来
た
人
の
意
見

に
、
岡
山
県
人
は
怜
悧
、
言
い
変
え
れ

ば
、
燃
え
に
く
く
、
し
ぶ
い
と
い
う
こ
と

を
よ
く
耳
に
す
る
。
東
京
や
大
阪
の
よ
う

に
頭
の
上
で
も
平
気
で
車
が
走
る
の
が
都

会
だ
、
都
市
だ
と
考
え
る
人
は
ど
ん
な
こ

と
で
も
受
け
入
れ
ら
れ
る
と
思
っ
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
。
そ
れ
か
ら
す
る
と
岡
山

で
は
な
か
な
か
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
感

じ
る
事
が
多
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
が

怜
悧
、
あ
る
い
は
閉
鎖
的
と
見
な
さ
れ
る

か
も
。

岡
山
に
は
営
々
と
築
か
れ
て
き
た
歴
史

や
文
化
が
あ
る
。
そ
れ
は
ビ
ル
の
高
さ
や

車
の
多
さ
、
あ
る
い
は
効
率
が
主
役
で
は

な
い
。
そ
の
時
代
、
時
代
を
作
り
上
げ
て

き
た
多
く
の
先
人
が
、
そ
し
て
多
く
の
遺

産
、
遺
構
が
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。

千
年
、
二
千
年
単
位
で
も
の
を
見
て
、

新
し
い
こ
と
を
知
る
こ
と
、
そ
し
て
新
し

い
自
分
を
見
つ
け
た
い
も
の
で
あ
る
。

今秋十月、岡山歴史研究
会は会設立五周年となりま
す。会はこれから何を目指
すのか？

3 氏に寄稿頂きました。

これから目指すもの



2015 年 ( 平成 27 年 ) 8 月 1 日発行

-6-

「歴研おかやま」 第 13 号

三
月
二
十
八
日
（
土
）、
六
十
四
名
が

熊
山
遺
跡
（
標
高
５
０
７
ｍ
）
を
訪
ね
た
。

最
寄
り
の
Ｊ
Ｒ
駅
に
集
合
し
、
車
両
で
山

頂
の
広
場
に
集
っ
た
。
マ
イ
カ
ー
利
用
の

人
や
、
中
に
は
約
二
時
間
歩
い
て
広
場
に

向
か
っ
た
猛
者
も
お
り
、
広
場
で
は
多
く

の
仲
間
が
拍
手
で
迎
え
た
。

参
加
者
の
点
呼
、
注
意
事
項
の
確
認
、

天
野
会
長
の
挨
拶
を
受
け
、
三
班(

三

コ
ー
ス)

に
分
か
れ
て
出
発
し
た
。
各

コ
ー
ス
は
、
道
程
約
３
km
、「
熊
山
遺
跡

群
調
査
・
研
究
会
探
索
部
隊
」
の
ベ
テ
ラ

ン
研
究
員
の
案
内
で
、
随
所
で
説
明
を
受

け
な
が
ら
、
約
一
時
間
半
で
踏
破
し
た
。

炭
俵
百
俵
は
取
れ
る
大
き
な
炭
焼
き
窯

跡
、
山
中
に
三
十
三
基
あ
る
と
い
う
石
積

遺
跡
、
並
び
に
道
程
を
示
す
「
丁

ち
ょ
う
い
し石
」
等

に
つ
い
て
丁
寧
な
説
明
を
受
け
た
。

私
は
山
中
の
水
溜
り
に
カ
ス
ミ
サ
ン

シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
卵
を
教
え
て
い
た
だ
い

て
、
自
然
界
の
営
み
の
凄
さ
に
驚
き
、
そ

し
て
ま
た
、
山
頂
か
ら
の
眺
望
を
堪
能
し

た
。三

コ
ー
ス
の
参
加
者
は
、昼
前
に
山
中
、

最
大
に
し
て
完
全
な
形
（
修
復
）
の
「
一

号
石
積
遺
跡
」
前
に
集
結
。
見
学
後
、
管

理
棟
集
会
室
で
昼
食
。
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
心
の
こ
も
っ
た
豚
汁
、
香
の
物
に
手

弁
当
の
味
も
倍
加
し
た
。

午
後
は
同
所
で
の
講
演
。
熊
山
遺
跡
群

調
査
・
研
究
会　

副
会
長
岡
野
進
氏
か
ら
、

熊
山
遺
跡
の
概
要
、
地
域
で
勢
力
を
誇
っ

た
、
和
気
一
族
、
和
気
清
麻
呂
公
と
の
関

連
等
を
聴
い
た
。
ま
た
、
当
会　

佐
藤
光

範
顧
問
か
ら
は
、「
熊
山
遺
跡
は
ヒ
ン
ド

ウ
教
の
シ
バ
ァ
神
の
象
徴
で
あ
る
」
と
の

見
解
を
伺
っ
た
。

石
積
が
で
き
て
か
ら
、
約
千
三
百
年
。

国
内
で
は
特
殊
な
こ
の
石
積
が
何
を
意
味

す
る
の
か
、確
か
な
こ
と
は
未
だ
不
明
で
、

見
れ
ば
見
る
程
、
聞
け
ば
聞
く
程
、
謎
と

ロ
マ
ン
に
誘
わ
れ
た
。
な
れ
ば
こ
そ
、
陳

舜
臣
、
司
馬
遼
太
郎
等
の
作
家
や
、
多
く

の
人
が
訪
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

ち
な
み
に
熊
山
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
①

戒
壇
＝
仏
の
戒
を
受
け
る
檀
、
②
経
塚
＝

お
経
を
埋
め
後
世
に
残
す
、
③
墳
墓
＝
高

僧
の
墓
、等
々
の
諸
説
が
あ
る
と
の
こ
と
。

一
日
が
か
り
の
歴
史
探
訪
も
、
何
ら
ト

ラ
ブ
ル
も
な
く
、
午
後
三
時
無
事
終
了
。

全
員
が
充
実
感
と
心
地
よ
い
疲
れ
を
感
じ

な
が
ら
帰
路
に
就
い
た
。

三
月
二
十
八
日
（
土
）、
六
十
四
名
で
熊
山
遺
跡
を
訪
ね
た
。
熊
山
遺

跡
群
調
査
・
研
究
会
の
男
性
た
ち
の
案
内
で
各
所
に
点
在
す
る
遺
跡
を
巡

り
説
明
を
受
け
た
。
又
、
集
会
所
で
同
会
の
女
性
た
ち
の
心
の
こ
も
っ
た

豚
汁
で
弁
当
を
食
べ
た
。
昼
か
ら
当
会
顧
問
の
岡
野
進
氏
と
佐
藤
光
範
氏

二
人
の
講
演
を
聴
き
、
何
の
た
め
に
造
ら
れ
た
遺
跡
か
を
学
ん
だ
。
が
、

謎
が
一
層
深
ま
っ
た
。

会
員
・
永
谷
格
夫
氏
か
ら
感
想
文
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
。

第 11回探訪会
謎の熊山遺跡ウォーク

謎
の
熊
山
遺
跡
を
訪
ね
て　
　
永
谷
格
夫
（
会
員
）▲熊山遺跡ガイドをし

た 山 形 和 昭 氏（報告会
に て）

▲熊山遺跡ガイドをし
た 津

つまがり
曲 真 人 氏（昼食会

に て）

▼

赤
磐
市
熊
山
遺
跡
で
記

念
撮
影（
三
月
二
十
八
日
）
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前
日
ま
で
雨
天
の
予
報
で
あ
り
ま
し
た

が
、
天
は
、
旧
賀
陽
町
探
訪
会
を
支
援
し

て
下
さ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
当
日
は
ガ

ラ
リ
と
晴
れ
渡
り
ま
し
た
。

そ
の
日
、
山
本
町
長
に
は
一
番
乗
り
で

会
員
を
お
迎
え
下
さ
り
、
歓
迎
の
ご
挨
拶

を
賜
り
、
続
い
て
、
名
誉
町
民
第
一
号
の

重
森
前
町
長
に
も
ご
臨
席
を
い
た
だ
き
感

謝
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ご
案
内
に
つ
い
て
は
、
何
分
に
大
型
バ

ス
で
の
旧
町
内
一
巡
で
あ
り
ま
す
し
、
そ

れ
に
時
間
の
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
細

目
な
ご
説
明
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。が
、

さ
す
が
は
歴
史
研
究
会
。
傑
人
揃
い
で
、

佐
藤
光
範
様
を
は
じ
め
同
乗
役
員
の
方
々

に
地
元
の
者
よ
り
も
、
詳
し
い
説
明
を
戴

き
感
謝
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

商
工
会
青
年
部
が
四
十
年
前
に
建
て
、

今
は
吉
備
中
央
町
の
教
育
委
員
会
の
管
理

と
な
っ
て
い
る
観
光
案
内
板
が
三
十
二
个

所
（
旧
賀
陽
町
分
）
建
て
ら
れ
て
い
る
の

で
す
が
、
そ
れ
ら
を
説
明
す
る
余
裕
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
会
員
の
皆
様
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
蹟
地
に
お
い
て
熱
心
に
見

聞
を
広
め
て
頂
き
、
地
元
の
者
と
し
て
は

満
足
し
て
い
る
処
で
あ
り
ま
す
。

只
、
残
念
で
あ
り
ま
し
た
こ
と
は
、
場

所
的
都
合
、時
間
的
都
合
に
因
り
ま
し
て
、

次
な
る
場
所
が
ご
案
内
で
き
な
か
っ
た
こ

と
で
あ
り
ま
す
。

①
室
納
物
語
︱
播
州
室
納
の
関
係
地

②
天
正
三
年
四
月
四
日
の
竹
乃
荘
合
戦
の

物
語
地
（
備
中
三
村
一
族
滅
亡
期
に
関

し
て
）

③
天
正
三
年
陣
山
合
戦
の
戦
没
者
埋
葬
の

巨
大
な
首
塚
及
び
現
存
す
る
防
壁
群

④
慶
応
四
年
「
野
山
一
揆
」
と
称
す
る
百

姓
一
揆
と
そ
の
帰
結

⑤
山
田
方
谷
に
よ
る
野
山
在
宅
武
士
家
の

そ
の
後
の
帰
結

⑥
源
平
期
・
平
師
盛
の
所
領
地
︱
右
衛
門

田
（
よ
も
ん
だ
）
の
説
明

⑦
田
中
の
地
名
の
由
来
、
田
中
屋
敷
跡
︱

別
名
胡
桃
田
（
く
る
み
だ
）
屋
敷

⑧
臨
済
宗
・
永
源
寺
派
の
大
規
模
寺
院
貞

徳
寺
の
全
容
と
帰
結
（
こ
れ
は
賀
陽
町

史
に
も
載
っ
て
い
ま
せ
ん
。
以
来
、
臨
済
宗

は
町
内
に
は
存
在
し
て
い
ま
せ
ん
）

⑨
明
徳
の
乱
に
お
け
る
、
多
気
荘
の
蜂
起

事
件
と
そ
の
顛
末
及
び
そ
の
場
所
（
新

見
市
史
所
蔵
）

⑩
刀
剣
、
甲
冑
等
の
原
料
採
掘
地
、「
か

な
く
そ
」
と
石
見
銀
山
と
の
関
係　
　

私
の
小
著
の
中
に
記
し
た
事
蹟
地
も
あ

り
ま
す
が
、
又
の
機
会
と
し
ま
す
。

第 12回探訪会
旧賀陽町を訪ねる

歴
史
の
里
　
旧
賀
陽
町
に 

会
員
の
皆
様
を
お
迎
え
し
て

芝
村
哲
三
（
当
会
顧
問
）

五
月
三
十
一
日
（
日
）、
五
十
五
名
が
旧
賀
陽
町
を
訪
ね
た
。
吉
備

中
央
町
の
新
旧
町
長
他
の
出
迎
え
を
受
け
た
。

芝
村
哲
三
氏
（
郷
土
史

研
究
家・
当
会

顧
問

・
90
歳
）
と
賀
陽
町
歴
史
顕
彰
保
存
会
の

案
内
で
同
町
内
十
九
ヵ
所
を
巡
り
歴
史
を
堪
能
し
た
。
参
加
者
全
員
が

芝
村
氏
の
著
書
を
頂
い
た
。
同
氏
に
当
日
の
様
子
を
寄
稿
頂
い
た
。

▲妙本寺で説明役をつとめる芝村氏（中央）

▼
吉
備
中
央
町
の
吉
川
公
民
館
前
に
て
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三
蟠
軽
便
鉄
道
は
大
正

四
年
八
月
十
一
日
に
開
通

し
た
。
当
初
、
三
蟠
駅
が

始
発
で
桜
橋
ま
で
。
主
に
石
炭
運
搬
や
女

工
さ
ん
な
ど
に
利
用
さ
れ
る
貨
物
と
客
車

の
混
合
列
車
で
し
た
。

開
通
か
ら
百
周
年
に
な
る
今
年
、
三
蟠

鉄
道
研
究
会
で
は
昭
和
六
年
ま
で
の
十
数

年
の
短
命
に
終
わ
っ
た
三
蟠
軽
便
鉄
道
を

後
世
に
伝
承
し
よ
う
と
、
百
周
年
記
念
事

業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
現
在
で
は
残
る

資
料
が
少
な
く
、
当
時
の
取
締
役
、
監
査

役
な
ど
役
員
の
生
家
を
訪
ね
る
な
ど
し
て

情
報
収
集
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で

判
っ
た
の
は
、
会
社
設
立
か
ら
開
業
ま
で

驚
異
的
な
ス
ピ
ー
ド
で
こ
ぎ
つ
け
た
関
係

者
の
行
動
力
、
結
束
力
で
し
た
。
開
業
に

向
け
て
の
功
績
や
関
係
文
化
遺
産
の
保
存

に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
を
顕
彰
し
て
い
く

べ
き
と
の
思
い
に
か
ら
れ
、
百
周
年
記
念

事
業
を
計
画
し
ま
し
た
。

か
つ
て
、
鉄
道
マ
ン
は
憧
れ
の
的
で
あ

り
、
文
字
通
り
住
民
た
ち
の
足
で
あ
り
、

地
域
住
民
に
親
し
ま
れ
て
熱
い
視
線
を
浴

び
ま
し
た
。

今
で
は
九
十
歳
ち
か
い
高
齢
者
し
か
乗

車
経
験
も
な
い
鉄
道
で
す
。
大
正
十
二

年
、
乗
客
確
保
の
た
め
に
国
清
寺
駅
ま
で

延
長
し
、
岡
山
電
気
軌
道
と
乗
り
継
い
で

岡
山
駅
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
を
容
易
に
し
ま

し
た
。

団
体

紹
介

鉄
道
の
利
用
者
に
は
、
四
国
に
渡
る
お

遍
路
さ
ん
、
三
蟠
駅
で
尼
崎
汽
船
に
乗
り

換
え
て
、
神
戸
、
大
阪
方
面
に
向
か
う
客

で
も
賑
わ
っ
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
一
時
は
宮
道
海
水
浴
場
で
の
海

水
浴
客
、
潮
干
狩
り
客
、
濱
中
や
三
蟠
で

の
釣
り
客
で
も
賑
わ
い
ま
し
た
。

現
在
の
陸
路
中
心
の
交
通
体
系
で
は
想

像
で
き
ま
せ
ん
が
、当
時
は
海
路
中
心
で
、

文
字
通
り
三
蟠
港
は
岡
山
の
表
玄
関
と
し

て
繁
栄
を
極
め
ま
し
た
。

百
周
年
記
念
事
業

①
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
（
七
月
・
八
月
）

先
着
二
百
名
記
念
品

②
記
念
大
会　

九
月
五
日（
土
）六
日（
日
）

場
所　

山
陽
学
園
大
・
短
大

展
示　

資
料
・
写
真
（
約
二
十
点
）

講
話　

太
田
健
一
氏
（
同
大
名
誉
教

授
）・
岡
將
男
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
公

共
の
交
通
ラ
ク
ダ
会
長
）・
定
兼
学

氏
（
県
立
記
録
資
料
館
館
長
）
他

③
子
供
神
輿
（
十
月
三
日
）

蒸
気
機
関
車
を
竹
細
工
で
再
現
。
沿
線

を
地
元
子
供
達
が
練
り
歩
く

問
い
合
わ
せ
（
内
田
）

０
９
０
・
８
２
４
２
・
８
１
４
０

三
蟠
鉄
道
研
究
会

〝
幻
の
鉄
道
〟
を
顕
彰

会
長
　
内
田
武
宏

▲大正４年頃混合列車（岡山市中区桜橋：岡山ガス付近）

▼現在の岡山市地図に重ねた路線概略図

三
月
二
十
日

（
金
）、
熊
代
哲
士
氏

（
会
員
）
が
「
日
本

神
話
に
つ
い
て
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
し

た
。
三
十
一
名
が
参

加
。講

師
自
身
が
難
し

い
古
事
記
、
日
本
書

紀
等
の
す
ば
ら
し
い

資
料
を
作
成
さ
れ

た
。
講
演
は
判
り
や

す
く
、
好
評
で
あ
っ

た
。
終
了
後
、
講
師

に
花
束
贈
呈
。
そ
し

て
参
加
者
全
員
で
記

念
写
真
を
撮
っ
た
。

二
回
開
催
予
定
で

あ
っ
た
が
、
講
師
の

都
合
で
一
回
と
な
っ

た
。
次
回
の
開
催
を

望
む
声
が
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。

講
座
三
　
日
本
神
話
に
つ
い
て

▼

熊
代
哲
士
氏
へ
花
束
の
贈
呈



2015 年 ( 平成 27 年 ) 8 月 1 日発行

-9-

「歴研おかやま」 第 13 号

第
一
回
　
岡
山
の
甲
冑

六
月
十
一
日(

木)

、「
岡
山
の
甲
冑
」

の
講
座
に
二
十
八
名
が
参
加
し
た
。
以
前

「
岡
山
は
超
一
級
甲
冑
の
宝
庫
」
と
題
し

て
会
報
第
八
号
に
寄
稿
し
て
頂
い
た
。

こ
の
度
も
岡
山
は
甲
冑
の
宝
庫
で
あ
る

と
先
生
は
力
説
さ
れ
た
。
国
宝 

赤
韋
威

鎧
（
あ
か
が
わ
お

ど
し
よ
ろ
い

）
は
平
安
朝
末
期
の
鎧
で
、

武
士
が
登
場
し
て
き
た
頃
の
も
の
で
当
時

の
武
士
の
美
意
識
を
反
映
し
て
い
る
と
の

こ
と
。
鎧
は
当
時
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
工

芸
の
粋
を
結
集
し
て
作
ら
れ
る
。
皮
革
、

染
色
、
織
物
、
組
紐
、
手
芸
、
印
刷
、
漆

芸
、
鍛
工
、
穿
孔
、
金
工
、
鍍
金
な
ど
。

関
東
で
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
県
内

の
民
間
人
が
所
有
し
て
い
た
も
の
を
先
生

が
岡
山
県
教
委
時
代
、
中
心
に
な
っ
て
岡

山
県
が
購
入
し
た
。

鎌
倉
時
代
に
な
る
と
甲
冑
が
完
成
さ

れ
、
岡
山
に
色
々
威
（
い
ろ
い
ろ

お
ど
し

）
甲
冑
が
重

要
文
化
財
と
し
て
残
っ
て
い
る
。

室
町
時
代
に
な
る
と
戦
闘
が
激
し
く
な

り
、
戦
法
も
多
様
化
し
、
多
量
生
産
、
軽

量
化
が
図
ら
れ
た
と
の
こ
と
。
足
利
尊
氏

が
奉
納
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
藍
韋
威
肩
白

腹
巻
が
重
要
文
化
財
と
し
て
瀬
戸
内
市
内

の
寺
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

江
戸
時
代
に
な
る
と
戦
が
な
く
な
り
、

非
実
用
的
、
装
飾
的
と
な
り
、
技
巧
に
傾

斜
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
た
と
説
明
さ
れ

た
。

第
二
回
　
備
前
刀
に
つ
い
て

七
月
九
日
（
木
）
二
十
八
名
が
参
加
し

て
備
前
刀
の
話
に
耳
を
傾
け
た
。

人
間
の
生
活
は
矛
盾
に
満
ち
て
い
る
。

刀
剣
も
同
じ
で
、
折
れ
ず
、
曲
が
ら
ず
、

切
れ
味
が
よ
く
て
、
美
し
い
と
い
う
矛
盾

の
中
で
、
そ
れ
を
見
事
に
解
決
し
た
の
が

備
前
刀
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
た
。

国
内
で
で
き
る
原
料
の
鉄
の
七
割
は
山

陽
と
山
陰
で
生
産
さ
れ
て
い
る
。そ
し
て
、

そ
の
鉄
を
使
っ
て
作
ら
れ
た
刀
剣
。
国
宝

の
半
分
が
備
前
、
備
中
で
作
ら
れ
て
い
る

と
の
こ
と
。

そ
の
理
由
は
純
粋
で
な
い
鉄
を
使
い
、

し
な
や
か
に
鍛
え
て
も
の
に
す
る
と
い

う
、
い
わ
ば
岡
山
の
文
化
そ
の
も
の
で
あ

る
と
の
こ
と
。
そ
れ
は
焼
き
入
れ
の
温
度

で
あ
っ
た
り
、
鍛
え
の
回
数
で
あ
っ
た
り

し
て
『
強
さ
と
し
な
や
か
さ
』
を
両
立
さ

せ
て
い
る
と
、
そ
の
模
様
を
白
板
に
図
示

し
な
が
ら
説
明
さ
れ
た
。

名
刀
の
著
名
な
産
地
と
そ
の
特
徴
は

相
模
国
：
パ
ワ
フ
ル

美
濃
国
：
先
鋭
的
ス
ピ
ー
ド
感

山
城
国
：
洗
練
さ
れ
た
品
格

大
和
国
：
ク
ラ
シ
ッ
ク
で
素
朴

備
前
国
：
力
強
さ
と
ハ
ー
モ
ニ
ー

で
あ
る
が
、
備
前
刀
は
圧
倒
的
長
期
間

に
わ
た
っ
て
市
場
の
七
十
％
を
占
め
て
き

た
と
の
こ
と
。
命
が
け
の
戦
場
で
自
分
を

守
る
も
の
へ
の
絶
対
的
な
信
頼
は
見
か
け

倒
し
の
も
の
で
は
得
ら
れ
な
い
。
そ
れ
も

時
代
が
作
る
と
の
感
が
強
い
と
の
こ
と
。

▲「岡山の甲冑」講座で「岡
山は甲冑の宝庫」と力説の
臼井氏（6 月 11 日）

▲備前刀の特徴を図示
する臼井氏（7 月 9 日）

臼
井
洋
輔
氏
（
当
会
顧

問
）
を
講
師
に
、
岡
山
の

文
化
財
「
岡
山
の
甲
冑
」

「
備
前
刀
」
と
題
す
る
講

座
を
、六
月
、七
月
に
「
き

ら
め
き
プ
ラ
ザ
」
＝
岡
山
市

北
区

＝
で
開
催
し
た
。

講座四　　岡山の文化財 
「岡山の甲冑」「備前刀」
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■
編
集
後
記
■

岡
山
歴
研
設
立
五
周
年
。
原
点
、「
な
ぜ
郷
土

の
歴
史
を
研
究
す
る
か
」「
岡
山
歴
研
の
立
ち
位

置
は
」
に
関
す
る
ペ
ー
ジ
を
設
け
た
の
で
今
回
は

十
頁
に
な
り
ま
し
た
。

県
立
倉
敷
青
陵
高
校
時
代
の
恩
師
、
柴
田
一
名

誉
顧
問
が
元
気
で
ご
活
躍
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ

と
は
う
れ
し
い
限
り
で
す
。

旧
賀
陽
町
の
探
訪
会
に
参
加
し
、
社
寺
や
史
跡

が
多
い
の
に
驚
き
ま
し
た
。

猛
暑
の
折
、
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。（
楠
）

発
　
行　

岡
山
歴
史
研
究
会

会
　
長　

天
野
勝
昭

編
集
長　

楠 

敏
明

事
務
局　

〒
７
０
１

－

１
３
３
２

　

岡
山
市
北
区
平
山
8
4
4
︱
86
山
本
方

電 

話　

0
8
6

・

2
8
7

・

6
2
2
6

http://b.okareki.net/

今
年
の
全
国
大
会
は
鳥
取
で
す
。隣
の
県
で
す
。

奮
っ
て
、
多
く
の
参
加
者
を
募
り
ま
す
。

参
加
希
望
者
は
事
務
局
に
申
込
下
さ
い
。

岡
山
駅
西
口
か
ら
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
用
意
し
ま

す
。（
参
加
第
一
次
締
切
：
八
月
十
日
）

︻
第
一
日
︼
式
典
・
記
念
講
演
・
祝
賀

日
時　
十
月
十
六
日
（
金
）
午
後
十
二
時
半
受
付

会
場　
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
鳥
取
（
※
）

式
典　
午
後
一
時
半
～
二
時
二
十
分

記
念
講
演
会　
午
後
二
時
半
～
五
時

演
題
①
「
邪
馬
台
国
山
陰
説
」

講
師　

田
中
文
也
氏
（
山
陰
古
代
史

研
究
会
代
表

）

演
題
②
「
秀
吉
の
鳥
取
城
攻
め
」

講
師　

岡
村
吉
彦
氏
（
鳥
取
県
県
史

編
纂
室
室
長

）

参
加
費　

二
千
円

祝
宴　
午
後
六
時
～
八
時

参
加
費　

一
万
二
千
円

︻
二
日
︼
見
学
会
①
「
因
幡
万
葉
コ
ー
ス
」

日
時　
十
月
十
七
日
（
土
）
集
合
※　

八
時
出
発

見
学
先　
仁
風
閣
、
鳥
取
県
立
博
物
館
、
池
田
家

墓
所
、
宇
倍
神
社
、
因
幡
万
葉
歴
史
博
物
館
、

参
加
費　
見
学
会
（
昼
食
付
）
一
万
二
千
円

︻
三
日
︼
見
学
会
②
「
伯
耆
古
代
コ
ー
ス
」

日
時　
十
月
十
八
日
（
日
）
集
合
※　

八
時
出
発

見
学
先　

白
兎
神
社
、
倭
文
神
社
（
一
宮
）、
倉

吉
白
壁
土
蔵
群
（
大
岳
院
里
見
家
墓
所
）、
妻

お知らせ

第 13 回探訪会

赤磐市方面探訪
日時：11月 7日（土）
集合：岡山駅西口バスセンター
　　　7 時 45 分
参加費：6 千円（バス代 / 保険

/ 昼食代 / 資料代）
定員：50 名（入金先着順）
探 訪 地
・牟佐大塚古墳（浪形石石棺）
・両宮山古墳
・足王神社（鎌の奉納所）
・大屋の磐座・ゆるぎ岩
・三代天神（珍しい石垣）
・石上布都魂神社・磐座
・金勢神社・宗形神社
昼食
・弁当 or 西の屋
※探訪場所の変更あり
参加申込　岡山歴研事務局へ

全
国
歴
研
因
幡
伯
耆
鳥
取
大
会 

鳥
取
市

10
月
16
日
〜
18
日 

多
数
の
ご
参
加
を
！

第
十
一
回
「
緒
方
洪
庵
と
岡
山
の
門
弟
た
ち
」

講
師　
大
濱
文
男
氏
（
会
員　

岡
山
人
物
銘
々

木
晩
田
遺
跡
、
楽
楽
福
神
社　

解
散　

米
子
駅

（
四
時
）

参
加
費　
見
学
会
（
昼
食
付
）
一
万
二
千
円

備中出身の明治三大文宗の一人、三島中
洲、興譲館初代館長の阪谷朗盧と武蔵国（現
埼玉県深谷市）出身で日本資本主義の父、
渋沢栄一との関係に焦点をあて備中の漢学
の果した役割を浮き彫りにし、現代的意味
を考える。
日時　九月十日（木）十八時～二十時半
会場　倉敷公民館（聴講自由）

「備中倉敷の漢学―三島中洲と渋沢栄一」
パネリスト　町泉寿郎（二松学舎大学）・

濱野靖一郎（法政大学）・于　臣（横浜
国立大学）・丁　世絃（関西大学大学院）

コメンテーター　見城悌治（千葉大学）
司会　桐原健真（金城学院大学）
主催　公益財団法人　渋沢栄一記念財団
共催　二松学舎大学・備中倉敷学・他
問合せ０９０・８９９９・１６２４　山本

歴
研
サ
ロ
ン

お
知
ら
せ

伝
を
語
る
会
会
員
）

日
時　
九
月
二
十
九
日
（
火
）
十
三
時
半
～

第
十
二
回
「
大
化
の
改
新
　
裏
の
人
物
を
語
る
」

講
師　
富
久 

豊
氏
（
会
員　

歴
史
小
説
家
）

日
時　
十
月
二
十
日
（
火
）
十
三
時
半
～

「
歴
研
サ
ロ
ン
」
場
所
・
参
加
費
・
定
員

場
所　
き
ら
め
き
プ
ラ
ザ
二
階
大
会
議
室

　
　
　
（
旧
国
立
病
院
跡
）

参
加
費　
会
員
・
一
般
と
も　

五
百
円

定
員　
六
十
名
・
要
申
込
（
事
務
局
）

備中倉敷学
十周年記念シンポジュウム
備 中 の 漢 学 を 考 え る

お知らせ


